
1946 9月19日  ウィンストン・チャーチル、チューリッヒでヨーロッ
パ合衆国構想を提唱

1950 5月9日  フランスのロベール・シューマン外相、欧州石炭鉄
鋼共同体（ECSC）の創設を提唱後に、毎年5月9日を
「ヨーロッパ・デー」として祝うようになる

1951 4月18日  ベルギー、ドイツ連邦共和国、フランス、イ
タリア、ルクセンブルク、オランダの6カ国、
ECSC設立条約（パリ条約）に調印

1955 6月1-2日  ECSC外相会議が「メッシーナ宣言」を採択。
欧州経済共同体（EEC）および欧州原子
力共同体（EAEC＝Euratom）の創設を決定

1957 3月25日  EEC設立条約（第1ローマ条約）および
EAEC設立条約（第2ローマ条約）調印。
調印国はECSC加盟6カ国

1965 4月8日  欧州3共同体（ECSC、EEC、Euratom）の理事
会および執行機関を統合する条約（ブリュッ
セル条約）に調印

1967 7月1日  ブリュッセル条約発効により、単一閣僚理事会、単一
委員会（EC委員会）発足。以後3共同体は欧州共同体
（EC）と総称される

1968 7月1日  関税同盟完成、対外共通関税創設。世界最大の貿易圏
が誕生

1969 12月1-2日  元首・首脳がハーグで会合を開き、単一市場の完成、統
合の一層の推進、EC拡大を討議。1980年までに経済
通貨同盟（EMU）へ段階的に進むこと、統合と政治分野
での協力の加速で合意

1970 10月8日  ルクセンブルク首相の名を取ってウェルナー・プラン
と名付けられた、経済通貨同盟を段階的に達成すると
いうプランが理事会と委員会に提出される

1972 4月24日  通貨の「トンネルの中のスネーク」制度開始。加盟国通
貨間の交換レートの変動幅を2.25％以内とする

1973 1月1日  デンマーク、アイルランド、英国が加盟し、EC
は正式に9カ国に拡大。共通通商政策に関し
て、ECに単独の権限が認められる

 3月11-12日  アイルランド、イタリア、英国が通貨「スネー
ク」制度を離脱。蔵相会議、固定交換レートに
よる対ドル共同変動相場制を決定

1974 12月9-10日  元首・首脳、欧州理事会として定期的に会合を開くこ
とにパリで合意

1975 3月10-11日  ダブリンで初めての欧州理事会が開かれる

1977 7月1日 加盟9カ国間の関税撤廃

1978 7月6-7日  ブレーメン欧州理事会、欧州通貨制度（EMS）と欧州通
貨単位（ECU）を設置する計画を承認

1979 3月13日  EMS発足
 6月7-10日  加盟9カ国で直接普通選挙による初めての欧州議会選

挙が実施される
 7月17-20日  直接選挙で選ばれた欧州議会の初めての総会、ストラ

スブールで開催、シモーヌ・ベイユを初代議長に選任

1981 1月1日 ギリシャが10番目の加盟国に

1986 1月1日  スペインとポルトガルが加盟、加盟国は12カ
国に

 2月17、28日  単一欧州議定書、加盟12カ国政府により調印

1987 7月1日 単一欧州議定書発効
 6月15日  「エラスムス」プログラム（大学生が欧州の他の

国に最長で1年間留学する資金を提供するもの）
がスタート

1990 7月1日 EMU第一段階始まる

1992 2月7日  欧州連合条約（マーストリヒト条約）
調印

1993 1月1日  単一市場と4つの自由（人、物、資本、サービス
の移動の自由）が確立

 11月1日  欧州連合条約（マーストリヒト条約）発効によ
り欧州連合（The European Union＝
EU）創設

1994 1月1日 EMU第二段階始まる

1995 1月1日  オーストリア、フィンランド、スウェーデンがEUに
加盟

 3月26日  シェンゲン協定発効。ベネルクス3国、スペイン、ドイ
ツ、フランス、ポルトガルの間で旅券審査廃止

 12月15-16日  マドリード欧州理事会、単一通貨の名称をユーロに決
定する。EMUの日程に変更はなく、2002年からユー
ロがEMUにおける唯一の法定通貨となる。南米南部
共同市場（メルコスール）との自由貿易協定に調印

1997 6月16-17日  政府間会議、アムステルダムでの首脳会議で
新欧州連合条約（アムステルダム条約）
に合意

 10月2日  アムステルダム条約調印

1998 5月1-2日  EU理事会、元首・首脳レベルでの会合で
1999年1月1日に始まるEMU第三段階に11
カ国が参加することを決定。欧州中央銀行
（ECB）初代総裁にウィム・ダウゼンベルヒ欧
州通貨機構総裁が指名される

 6月1日  ECB、フランクフルトで業務開始

1999 1月1日  EMU第三段階スタート、欧州単一通貨、ユーロが誕生
 5月1日  アムステルダム条約発効

2000 12月7-9日  政府間会議、ニースでの首脳会議で再改正
欧州連合条約（ニース条約）に合意

2001 1月1日 ギリシャ、12番目のユーロ参加国となる

2002 1月1日 ユーロ紙幣・硬貨の流通開始

2003 2月1日 ニース条約発効

2004 5月1日  チェコ、エストニア、キプロス、ラトビア、リ
トアニア、ハンガリー、マルタ、ポーランド、
スロヴェニア、スロヴァキアがEUに加盟

 10月29日  欧州憲法制定条約調印

2007 1月1日  スロヴェニアが13番目のユーロ参加国となる。
ブルガリアとルーマニアがEUに加盟、加盟
国数が27になる

 3月25日 ローマ条約調印50周年
 12月13日 リスボン条約調印
 12月21日  エストニア、チェコ、リトアニア、ハンガリー、

ラトビア、マルタ、ポーランド、スロヴァキア、
スロヴェニアの9カ国が新たにシェンゲン圏
に加わる

2008 1月1日  キプロス、マルタのユーロ導入をもって、ユー
ロ圏は15カ国に拡大

2009 1月1日  スロヴァキアのユーロ導入をもって、ユーロ圏は16カ
国に拡大

 12月1日 リスボン条約の発効

2011 1月1日  エストニアのユーロ導入をもって、ユーロ圏は17カ国
に拡大

2013 7月1日  クロアチアがEUに加盟、加盟国数が28になる

2014 1月1日  ラトビアのユーロ導入をもって、ユーロ圏は18カ国に
拡大

 7月6-7日

ロベール・シューマン外相

パリ条約調印

第1ローマ条約および第2
ローマ条約調印

マーストリヒト条約調印

アムステルダム条約調印

欧州単一通貨、ユーロ誕生

ニース条約合意

欧州憲法制定条約調印

リスボン条約調印

新たに 9カ国がシェンゲン
圏に参加

ユーロ紙幣・硬貨の流通開始

EMU第三段階では、11カ
国が参加することを決定

デンマーク、アイルランド、
英国がEU加盟

単一欧州議定書調印

「エラスムス」プログラム

 6月15日

［参考資料］駐日欧州連合代表部ホームページ、外務省ホームページ
［写真提供］ ©European Union, 2014

EUの歴史

 3月11-12日

 11月1日

 3月26日

 12月15-16日

 10月2日

 6月1日

 5月1日

 10月29日

 3月25日
 12月13日
 12月21日

 12月1日

 6月7-10日

 7月17-20日

 2月17、28日



EUの機構

欧州理事会

EU理事会欧州対外活動庁

欧州委員会

会計検査院

経済社会評議会 地域委員会

欧州裁判所 欧州中央銀行

欧州投資銀行

欧州議会

（EU首脳会議）

（閣僚理事会）

加盟国首脳＋欧州理事会常任議長
＋欧州委員会委員長

欧州理事会

欧州委員会 欧州議会

議長国は輪番制（任期6ヶ月）
加盟国閣僚＋欧州委員会委員

上級代表兼欧州委員会副委員長
（任期5年）

共通外交・安全保障政策を指揮

定数28人（任期5年）
ベルギー：ブリュッセル

業界や各団体の利益を代表 地方や地域の利益を代表

（任期5年）
本会議（フランス：ストラスブール）
委員会（ベルギー：ブリュッセル）

最高政治的機関

調整・意思決定・立法
EUの対外政策

行政

監査

諮問機関 諮問機関

司法 （ユーロ圏の）中央銀行

投資資金金融機関

立法・民主的統制

欧州理事会

欧州委員会 欧州議会

規制・指令等の決定 協　議

年次報告

法令案の意見提出
活動の監督

方　針

法案・予算案発議、
政策提案

法令案の意見提出、
共同決定

［参考資料］駐日欧州連合代表部ホームページ、外務省ホームページ
［写真提供］ ©European Union, 2014



EU拡大

1993 6月  コペンハーゲン欧州理事会、EU加盟の条件（「コペンハー
ゲン基準」）を定める

1999 12月  ヘルシンキ欧州理事会、加盟候補12カ国（キプロス、マル
タ、ハンガリー、ポーランド、スロヴァキア、ルーマニア、
ラトヴィア、エストニア、リトアニア、ブルガリア、チェコ、
スロヴェニア）と加盟交渉を行うことを確認。トルコは「将
来EUに加盟することになる」候補国とされる

2002 4月  加盟候補10カ国（ルーマニア、ブルガリアを除く）との加
盟協定、アテネで調印

2004 5月 10カ国がEUに加盟
 6月 クロアチア　加盟候補国に決定
 12月 トルコとの加盟交渉開始の是非を決定

2005 4月  ルーマニア、ブルガリアとの加盟協定、ルクセンブルクで調印
 10月 トルコとの加盟交渉開始
 12月 マケドニア（旧ユーゴスラビア）　加盟候補国に決定

2007 7月 ルーマニア、ブルガリアがEUに加盟

2010 6月 アイスランド　加盟候補国に決定
 12月 モンテネグロ　加盟候補国に決定

2012 3月 セルビア　加盟候補国に決定

2013 7月 クロアチアのEU加盟（現在28カ国）

 6月  

 12月  

 4月  

 5月 

 4月  

 7月 

 6月 

 3月 

 7月 

歴史

EUへの加盟手続

EU拡大の現状

ミニ知識

地中海

1951年の
原加盟国※ 1973年の加盟

1981年に加盟

1995年に加盟

2007年に加盟

※旧東ドイツは1990年に編入

1986年に加盟

2004年に加盟

2013年に加盟

加盟候補国

黒海

英国

デンマーク

スウェーデン

アイスランド フィンランド

ドイツ

フランス

イタリア

マルタ
ギリシャ

ポーランド

チェコ

キプロス

トルコ

ルーマニア

エストニア

ラトヴィア

リトアニア

ブルガリア

スロヴァキア
オーストリア
スロヴェニア

クロアチア セルビア
モンテネグロ

マケドニア

ハンガリー

スペインポルトガル

ルクセンブルク
ベルギー

オランダ
アイルランド

加盟申請 ■EUの公用語について

■EUの旗について

■EUの歌について

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
等
に
基
づ
き
審
査

「35章」の交渉

加　　盟

欧州議会の同意

加盟条約署名

批准（全加盟国＋加盟決定国）

欧州委員会・加盟準備
の意見書

EU理事会：
加盟交渉開始決定

欧州理事会：
加盟の承認

EU加盟に関するコペンハーゲン基準
（1993年）

① 政治的基準：民主主義、法の支配、人権、
少数者の尊重と保護を保証する安定した
制度を有すること

② 経済的基準：正常な市場経済が存在し、
EUの競争圧力と市場諸力に対応できる
能力を有すること

③EU法の総体（アキ・コミュノテール）の受容：
35章から成るEUの法体系（アキ・コミュ
ノテール）。約2万6千の法規、約8万5千ペー
ジ。新規加盟国は国内の法制度をこのEUの
法体系に合わせなければならない

EUでは現在24の公用語が使われています。それらはブルガリア語、スペイン語、
チェコ語、デンマーク語、ドイツ語、エストニア語、ギリシャ語、英語、フランス語、
アイルランド語、クロアチア語、イタリア語、ラトヴィア語、リトアニア語、ハン
ガリー語、マルタ語、オランダ語、ポーランド語、ポルトガル語、ルーマニア語、
スロヴァキア語、スロヴェニア語、フィンランド語とスウェーデン語です（※公
用語については自国語での正式な呼び方のアルファベット順となっています）。

EUの旗の12の星は完璧と充実を
象徴する古代ギリシャの円を表し
ています。1955年に欧州評議会
（Council of Europe）がこのデザ
インを採択し、1986年に正式に欧
州共同体（当時）の旗になりました。
ですので、加盟国が増えても星の数
が増えることはありません。

ベートーベンの第九交響曲最終楽章で用いられている「歓喜の歌」の主題が、
1985年6月28日と29日の両日にミラノで開かれた欧州理事会において、EU
の歌として承認されました。この文脈においては、歓喜の歌は自由への賛歌で
もあり、また、共同体意識と欧州連合を構成する27カ国の市民の平和に対す
る賛歌でもあります。さらには、自由意思によってEUに加盟しようとする他
の国民をたたえる歌でもあります。

「新規加盟国統合能力」に基づく審査
（2006年12月欧州理事会で合意）

① 新規加盟国が加盟国としての義務を完全
に履行する能力を有すること

② EUが効率的に機能し発展できる能力を
維持すること

 

1.

2.

［参考資料］駐日欧州連合代表部ホームページ、外務省ホームページ
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ユーロと経済通貨同盟
ユーロの歩み

ユーロ導入の条件（マーストリヒト基準）

ユーロ圏
1992 2月7日 マーストリヒト条約の調印
   一定の経済条件を満たせば、加盟国は欧州の単一通貨に参加で

きると定める（通称：マーストリヒト基準）

1994 1月 欧州通貨機関（EMI）設立
   EU加盟国の経済を監視し、加盟国経済の収れんを促進する新

たな施策を実施することになった

1997 6月 安定成長協定
   アムステルダムで開催された欧州理事会で「安定成長協定」と

新たな為替相場メカニズム（ERM2）を導入することが決定

1998 5月 11カ国がユーロ導入の条件を満たすことを承認
   ブリュッセルで開催された会議において、EU加盟国のうち11

カ国がユーロ圏参加条件を満たしていることを確認。ユーロ
導入を決定した

1999 1月1日 ユーロの誕生
   ユーロに参加する11カ国の通過が現金以外での取引の役割を

終え、ユーロが誕生した。EMIの後継機関として欧州中央銀行
（ECB＝European Central Bank）がユーロの単一金融政策
を担うことになった

2001 1月1日 ギリシャがユーロを導入

2002 1月1日 ユーロ紙幣・硬貨の流通開始
   ユーロ紙幣と硬貨が市中に流通し始めた。ユーロ圏ではユー

ロが唯一の法定通貨となった

2007 1月 スロヴェニアがユーロを導入

2008 1月 キプロス、マルタがユーロを導入

2009 1月 スロヴァキアがユーロを導入

2011 1月 エストニアがユーロを導入

2014 1月 ラトビアがユーロを導入

 2月7日 

 1月 

 6月 

 5月 

 1月1日 

 1月1日 

 1月1日 

 1月 

 1月 

 1月 

 1月 

❶ 物価の安定化

紙幣のデザイン

硬貨のデザイン

❷ 財政赤字、政府債務残高の抑制

❸ 為替レートの安定化

❹ 金利の安定化

物価上昇率が最も低い3カ国の平均値＋1.5％を超えないこと

年間の財政赤字を国内の総生産（GDP）比で3％以下に抑え、政府債務残高
をGDP比の60％以下に抑えること

欧州通過制度（EMS）の為替変動メカニズム（ERM）に最低2年間参加し、
その通常変動幅をその期間遵守していること

長期金利が物価上昇率の最も低い3カ国の平均値＋2.0％以内であること

EU加盟国でユーロを導入するためには次の4つの条件を満たさなければなりま
せん。（EC条約第121条、マーストリヒト条約第6議定書参照）

地中海

参加国（18カ国）

非参加国（10カ国）

黒海

英国

デンマーク

スウェーデン

アイスランド フィンランド

ドイツ

フランス

イタリア

マルタ
ギリシャ

ポーランド

チェコ

キプロス

トルコ

ルーマニア

エストニア

ラトビア

リトアニア

ブルガリア
セルビア

スロヴァキア
オーストリア
スロヴェニア

モンテネグロ
マケドニア

ハンガリー

スペインポルトガル

ルクセンブルク
ベルギー

オランダ
アイルランド

クロアチア

■ユーロには7種類の紙幣と8種類の硬貨があります

■EU参加国以外のユーロを導入している国

■ ユーロ記号「€」はギリシャ文字の「ε（Europe
の頭文字）」をモチーフにし、2本の平行線で
ユーロの安定を表しています。

参加国共通で金種ごとに欧州の各時代の建築様式で表し
た「橋」と「窓もしくは門」の絵が描かれています

片面は参加国共通です。もう一つの面は各国独自の自国
のシンボルともいえるデザインが施されています

アンドラ、モナコ、サンマリノ、バチカンはEUと地理的・経済的に密接な関係
にあるため特別な取り決めによって、ユーロを法定通貨として使用しています
（アンドラ以外の国は自国の硬貨を発行しています）。

ミニ知識

［参考資料］駐日欧州連合代表部ホームページ、外務省ホームページ
［写真・画像提供］ ©European Union, 2014 / ©European Central Bank, 2014


